
梅 花 講 よ り お 知 ら せ
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第１２号

◆  本堂の玄関を飾る五月人形。
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寺 こ や よ り お 知 ら せ

日時 ：５月２８日（土）

参加費 ：１００円

午後４時〜５時
（始まる１０分前にはお越し下さい。）
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梅 花 流 詠 讃 歌

自分を見つめる！！

講員さん随時募集してます！！

毎 週 土 曜 日

午 後 1 時 半

〜

午 後 3 時 半

寺 こ や 坐 禅 塾

※ どなたでもご参加いただけます。

※ 足を組めない方にはイスをご用意

    しています。

梅花講創設

メンバーの

一人が先日

お亡くなり

になりまし

た。お通夜の席では現在の講員

さんによってご詠歌が奉詠され

ました。ご詠歌は亡き人を想い、

生きる人を励まします。

広徳寺曹洞宗
慈眼山

ひ と く ち コ ラ ム

境

お 寺 ニ ュ ー ス

お経に親しみませんか？

今

◆ 平成 15 年の本
堂庫裡落慶法要で
御檀家の皆様に配
布された経本です。

号より「知って納得。
教えて仏教」にてお経

の話が始まりました。右の写真
のようなお経本を以前にお配り
しましたがお持ちですか？もし
お持ちでない方がいらっしゃい
ましたら、お気軽にお寺までご
連絡下さい。無料で差し上げま
す。一緒に勉強いたしましょう。

内の雪もすっかり溶け、長かった北

海道の冬も終わりいよいよ春。ク

ロッカス、カタクリ、フキノトウ、キクザ

キイチゲ、お寺の庭には色とりどりの花が

ささやかに咲き始めました。生まれ変わり

死に変わる生命を前にして、祈るように一

日一日を大切にしていきましょう。

シンプルなあなたにいったんリセット！



知 っ て 納 得 。 仏 教 の 話

月参りで読むお経？

このお経で伝えたいこと

是非伝えたい、この一節

第１０回   「お経の話　その１」

「お経って何？」そのような疑問を
お持ちになったことはありません
か。お経ってありがたい、聞いてい
ると心がやすらぐ。けれど、お唱え
している内容はよくわからない…。
そのようにお感じになっている人も
多いでしょう。今号からは、曹洞宗
でふだんお唱えしているお経につい
てお話しいたします。

月参りではさまざまなお経が読まれます
が、もっともよく読まれるのが『妙法蓮華
経如来寿量品偈』というお経です。タイト
ルをみて「ワッ漢字だらけ…長い」と思っ
た方も、『法華経』の一部分と言われれば
フムフムと納得するでしょう。また、お経
の最初のフレーズをとって、一般的に『自
我偈』とも呼ばれます。他の宗派と同様に、
曹洞宗でも『法華経』を読誦します。曹洞
宗をひらかれた道元禅師様も、『法華経』
のすばらしさを讃えています。

お釈迦様は実在した人物。むかしのインド
ではじめて仏教をお説きになりました。そ
のお釈迦様は８０歳の寿命でお亡くなりに
なります。しかし、２５００年経った今も
お釈迦様は私たちのために一生懸命に仏の
教えを説いているのだと、このお経は伝え
ます。
自分を親身に支え励ましてくれた人、敬愛
してやまない人が死んだとき、私たちはど
のように思うでしょうか。きれいさっぱり
忘れられるでしょうか。いいえ、その人に
会いたい、もう一度その声が聞きたいと心
から願うはずです。
そのように、素直で清らかな心でお釈迦様
の教えを聞きたいと願ったとき、お釈迦様
の身体は見えずとも、その教えは常に私た
ちのそばにあり私たちに正しき道を示して
くれます。どくじゅ
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妙 法 蓮 華 経 如 来 寿 量 品 偈 ◆ お経本の
６０頁です。【みょうほうれんげきょうにょらいじゅりょうほんげ】

お仏壇のご本尊を前にして手を合わせた
とき、お釈迦様はこのようにおっしゃっ
ているのです。お釈迦様はまるで月のよ
うに私たちを見守っています。時にきび
しく時にあたたかに見守るその姿を、疑
いの心という雲で覆い隠してはなりませ
ん。お釈迦様はいつもあなたを励まして
くれています。

お経の一番最後の部分です。

毎時作是念

以何令衆生

得入無上道

速成就仏身

つねに自らこの念をなす

何をもってか衆生をして

無上道に入り速やかに

仏身を成就することを

得せしめんと

【本文】 【和文】

【現代語訳】

お釈迦様はいつもこのように心に念じて

いるのです。「どのようにすれば、私た

ちが仏のいのちとして今生き生きと働いて
いるこの真実にすみやかに気づき、仏と
なることができるのだろうか」と。
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